
地域循環共生圏づくり支援セミナー2025
「ローカルSDGsの実践とその中間支援 ～地域循環共生圏づくりで必要なこと･大切なこと～」
トークセッションより

地域循環共生圏づくりにおける中間支援で大切なことを
テーマにトークセッションを行いました

地域循環共生圏づくりに必要と
されている中間支援とは？

2025年12月、中部環境パートナーシップオフィス
（EPO中部）は「地域循環共生圏づくり支援セミ
ナー2025」をオンライン開催しました。
昨年度の同セミナー2024では「“地域循環共生圏
になっている”とはどういうことか」がテーマでし
たが、今回は「中間支援」に焦点をあて、地域課

題解決や地域資源活用によるローカルSDGsを実践
する地域、あるいはそれに取り組む主体への中間
支援の必要性・重要性をテーマに開催しました。
中間支援はどのような役割を担うのか、何を大切
にすべきかなどについて、トークセッションで４
人のパネリストにお話ししていただきました。
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・ライブ配信（録画）日：2025年12月５日
・セミナー録画をEPO中部ウェブサイトで公開中  ➡自由にご視聴できます。

■ プログラム・ご登壇者

1.  【ごあいさつ】環境省の地域循環共生圏事業と中間支援
　　　環境省中部地方環境事務所

2. 【基調講演】地域循環共生圏づくりにおける中間支援とは
　　　島岡 未来子 氏（早稲田大学リサーチ・イノベーション・センター 教授／
　　　　　　　　　　　神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科 教授）

3. 【取組紹介】地域の財産“情報”を活かす中間支援の取組
　　　吉田 喜美夫 氏（認定特定非営利活動法人長野県NPOセンター コーディネーター）

4. 【トークセッション】地域循環共生圏づくりに必要とされている中間支援とは
　パネリスト:
　　　島岡 未来子 氏（早稲田大学リサーチ・イノベーション・センター 教授／
　　　　　　　　　　神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科 教授）
　　　吉田 喜美夫 氏（認定特定非営利活動法人長野県NPOセンター コーディネーター）
　　　堺 勇人 氏（一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 常務理事／事務局長）
　　　水上 聡子 氏（アルマス・バイオコスモス研究所 代表）
　コーディネーター:
　　　原 理史（EPO中部）

https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html

  

島岡氏の基調講演と、吉田氏による取組紹介を含めたセミナー全体を録画した動画や、環境省中部地方環境事務所に
よる地域循環共生圏と中間支援の概説資料、ここに掲載したトークセッションのスライド資料、そして前回・2024年度
フォーラムの動画・資料等をEPO中部ウェブサイトで公開しています。そちらもぜひご覧ください。

地域循環共生圏づくり支援セミナー2025
ローカルSDGsの実践とその中間支援
～地域循環共生圏づくりで必要なこと･大切なこと～

次ページ以降に【トークセッション】のテキスト記事を掲載しています

地域循環共生圏づくり支援セミナー2025について
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原理史（以下、原）　皆さん、こんにちは。
今日は、「地域循環共生圏づくりに必要とさ
れている中間支援とは」をテーマに議論をし
ていきたいと思います。
　「地域循環共生圏」は、第五次環境基本計
画で示された、日本が目指すべき自立・分散
型の持続可能な社会の姿です。そして、地域
資源を活用しながら環境、社会、経済を統合
的に向上させていく「ローカルSDGs事業」に
よってこれを支えるとされています。
　国際統合報告評議会という国際組織は、持
続可能な社会を構築するためには、６つの資
本を使って事業を行い、その事業のアウト
プット、アウトカムを６つの資本の増加・蓄
積につなげることが重要であると言っていま
す。EPO中部では、これら６つの資本の関係
性について、SDGsウェディングケーキモデル
を参考に、環境を一番下にしてその上に社
会、経済がある位置づけに整理したうえで、
６つの資本に着目した《地域循環共生圏づく
りの取組事前チェックリスト》を作成しまし
た（※前回・2024年度フォーラムにて紹介）。
　また、本フォーラムの基調講演で講師の
島岡先生がお話しされたように、地域循環
共生圏づくりでは、チェンジ・エージェン
ト機能を発揮し、協働取組を促進する中間
支援も重要とされています。そこでEPO中部
では、本日のパネリストである堺氏、水上
氏にも検討委員に加わっていただき、活動
評価検討ワーキングを立ち上げ、前述
の 《 取 組 事 前 チ ェ ッ ク リ ス ト 》 に 続
き、《中間支援組織の機能評価リスト》も
作成しているところです。

※上記スライド資料はEPO中部ウェブサイトで閲覧できます。

トークセッション
「地域循環共生圏づくりに必要とされている中間支援とは」

地域循環共生圏づくり
に必要とされている
中間支援とは
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　中間支援では、協働取組の開始時における
「見立て｣と、運営制度の設計段階における
「座組み」、活動に対する「打ち手」として
の関与をしっかりと行う必要があります。そ
のため、《中間支援組織の機能評価リスト》
では、インプット評価、プロセスに対するス
ループット評価、アウトカム評価を行うとし
た整理を行っています。
　また、中間支援主体は、「打ち手」におい
て、チェンジ・エージェントとしての４つの
機能（変革促進、プロセス支援、資源連結、
問題解決提示）を果たすことが求められま
す。そのために、喚起、関係構築、定義付
け・診断、資源調査、問題解決・応用などを
行うことになると考えられています。《機能
評価リスト》は「見立て」「打ち手」「座組
み」に関する評価項目となっていますが、特
に中間支援の場合は、「打ち手」への評価が
中心になるであろうと捉えています。

原　ここからはディスカッショントークに入
ります。中間支援に求められることについて
コメントいただけますか。

島岡未来子（以下、島岡）　協働がうまくい
かないところこそ中間支援の力の発揮しどこ
ろと捉えるべきです。一歩引いてみることの
できる人こそが問題に気づくことができ、利
害関係のない人こそが信頼を得やすいと言え
ます。

吉田喜美夫（以下、吉田）　中間支援という
よそ者が間に入ることで、発言しづらい立場
にある若者や女性の思いを代弁したり、共通
の理解が不足している部分を上手くつないだ
りすることができます。

水上聡子（以下、水上）　有識者などが正論
だけを押し付けても問題解決につながりませ
ん。当事者が俯瞰的に問題を捉え、話し合い
のなかで自然に答えが導きだされるような
ファシリテーションが中間支援では大切だと
考えています。

堺勇人（以下、堺）　中間支援は組織の外側
のポジションにあることが基本ですが、信頼
が大切なので時に中に入ることも必要です。

水上　みんなが萎縮することなく自由に発言
できるよう、最初に話し合いのルールを決めた
り、議論が横道に逸れていかないようにゴール
をみんなで確認したりしておくとよいと思いま
す。中間支援者にはファシリテーターとしての
毅然とした態度が求められます。

吉田　さまざまな意見が出されるなかで、そ
れらの共通する事項を整理し、たどりつくべ
きゴールへと導いていくハンドリングが中間
支援者には求められます。

堺　やはり、変革を起こそうとする心意気
や、それをもつことのできる客観性やバラン
ス感覚が求められるのではないでしょうか。

島岡　中間支援者は組織の外というよりも俯
瞰する立場から関与できる存在だと言えま
す。ですから、活動主体自らが中間支援の役
割を担うこともあると思います。

水上　確かに、当事者として共感できるうえ
に俯瞰した視点も持てる人がいることで、う
まくいったケースが多いように感じます。

吉田　内側の情報だけでは議論が狭まってし
まいます。中間支援には俯瞰しながら、さらに
外の情報を取り入れる働きも求められます。

原　中間支援機能は、内外といった所属や立
場・立ち位置に関係なく、俯瞰的な視点で
チェンジ・エージェント機能を発揮できるこ
とが重要であるということですね。

原　次に、中間支援は何を行うものなのかと
いう話をしていきたいと思います。皆さん、
中間支援として何を行っていますか。

吉田　協働がうまくいかない背景にはお互い
の思いの違い、考えの違いがあります。その
ため、お互いの理解を深めてもらえるよう、

根底にあるそれぞれの思いは、中間支援の役
割としてできるだけ言語化するように努めて
います。また、解決すべき課題があっても、
楽しくなければ活動は続かないので、みんな
で楽しんで取り組めるような動機づくりにも
工夫を行うようにしています。

水上　動機づけとして、インセンティブを明
確に示すことが重要だと思っています。課題
を示すだけでは皆さんついてきてくれませ
ん。誰に、どんなウェルビーイングをもたら
すことができるのかというところまで、みん
なが考えられるようなプログラムをつくり、
内発性を引き出すことも大切です。中間支援
に求められるチェンジ・エージェント機能の
なかでも、特に喚起が重要であり、また難し
い部分でもあると感じています。

吉田　芋井地区住民自治協議会（長野県長野
市）が実施している「草刈りバスターズ」で
は、地域の課題とそれに対する地域の皆さん
の思いを汲み取って、みんなで一緒に楽しく
やるにはどうしたらいいかを考えていったこ
とが喚起につながりました。しかし、多くの
場合、アイデアが出ても誰がやるのか、お金
はどうするのかという話になって議論が止
まってしまいます。一人でも手を挙げる人が
いると続いて賛同する人も出てきますから、
楽しくあることは、一歩進めるための原動力
にもなると考えています。

原　潜在的なニーズの掘り起こしや新しい視
点の導入により、当事者を前向きにさせるこ
とも中間支援の大事な役割なのですね。

堺　手を挙げやすい環境を作ることも中間支
援の役割だと思います。取組を継続させるた
めには、当事者が能動的になれない理由を掘
り下げてそれを解消させることも重要です。

※上記スライド資料はEPO中部ウェブサイトで閲覧できます。
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地域循環共生圏づくり
における中間支援の
位置づけ
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　中間支援では、協働取組の開始時における
「見立て｣と、運営制度の設計段階における
「座組み」、活動に対する「打ち手」として
の関与をしっかりと行う必要があります。そ
のため、《中間支援組織の機能評価リスト》
では、インプット評価、プロセスに対するス
ループット評価、アウトカム評価を行うとし
た整理を行っています。
　また、中間支援主体は、「打ち手」におい
て、チェンジ・エージェントとしての４つの
機能（変革促進、プロセス支援、資源連結、
問題解決提示）を果たすことが求められま
す。そのために、喚起、関係構築、定義付
け・診断、資源調査、問題解決・応用などを
行うことになると考えられています。《機能
評価リスト》は「見立て」「打ち手」「座組
み」に関する評価項目となっていますが、特
に中間支援の場合は、「打ち手」への評価が
中心になるであろうと捉えています。

原　ここからはディスカッショントークに入
ります。中間支援に求められることについて
コメントいただけますか。

島岡未来子（以下、島岡）　協働がうまくい
かないところこそ中間支援の力の発揮しどこ
ろと捉えるべきです。一歩引いてみることの
できる人こそが問題に気づくことができ、利
害関係のない人こそが信頼を得やすいと言え
ます。

吉田喜美夫（以下、吉田）　中間支援という
よそ者が間に入ることで、発言しづらい立場
にある若者や女性の思いを代弁したり、共通
の理解が不足している部分を上手くつないだ
りすることができます。

水上聡子（以下、水上）　有識者などが正論
だけを押し付けても問題解決につながりませ
ん。当事者が俯瞰的に問題を捉え、話し合い
のなかで自然に答えが導きだされるような
ファシリテーションが中間支援では大切だと
考えています。

堺勇人（以下、堺）　中間支援は組織の外側
のポジションにあることが基本ですが、信頼
が大切なので時に中に入ることも必要です。

水上　みんなが萎縮することなく自由に発言
できるよう、最初に話し合いのルールを決めた
り、議論が横道に逸れていかないようにゴール
をみんなで確認したりしておくとよいと思いま
す。中間支援者にはファシリテーターとしての
毅然とした態度が求められます。

吉田　さまざまな意見が出されるなかで、そ
れらの共通する事項を整理し、たどりつくべ
きゴールへと導いていくハンドリングが中間
支援者には求められます。

堺　やはり、変革を起こそうとする心意気
や、それをもつことのできる客観性やバラン
ス感覚が求められるのではないでしょうか。

島岡　中間支援者は組織の外というよりも俯
瞰する立場から関与できる存在だと言えま
す。ですから、活動主体自らが中間支援の役
割を担うこともあると思います。

水上　確かに、当事者として共感できるうえ
に俯瞰した視点も持てる人がいることで、う
まくいったケースが多いように感じます。

吉田　内側の情報だけでは議論が狭まってし
まいます。中間支援には俯瞰しながら、さらに
外の情報を取り入れる働きも求められます。

原　中間支援機能は、内外といった所属や立
場・立ち位置に関係なく、俯瞰的な視点で
チェンジ・エージェント機能を発揮できるこ
とが重要であるということですね。

原　次に、中間支援は何を行うものなのかと
いう話をしていきたいと思います。皆さん、
中間支援として何を行っていますか。

吉田　協働がうまくいかない背景にはお互い
の思いの違い、考えの違いがあります。その
ため、お互いの理解を深めてもらえるよう、

根底にあるそれぞれの思いは、中間支援の役
割としてできるだけ言語化するように努めて
います。また、解決すべき課題があっても、
楽しくなければ活動は続かないので、みんな
で楽しんで取り組めるような動機づくりにも
工夫を行うようにしています。

水上　動機づけとして、インセンティブを明
確に示すことが重要だと思っています。課題
を示すだけでは皆さんついてきてくれませ
ん。誰に、どんなウェルビーイングをもたら
すことができるのかというところまで、みん
なが考えられるようなプログラムをつくり、
内発性を引き出すことも大切です。中間支援
に求められるチェンジ・エージェント機能の
なかでも、特に喚起が重要であり、また難し
い部分でもあると感じています。

吉田　芋井地区住民自治協議会（長野県長野
市）が実施している「草刈りバスターズ」で
は、地域の課題とそれに対する地域の皆さん
の思いを汲み取って、みんなで一緒に楽しく
やるにはどうしたらいいかを考えていったこ
とが喚起につながりました。しかし、多くの
場合、アイデアが出ても誰がやるのか、お金
はどうするのかという話になって議論が止
まってしまいます。一人でも手を挙げる人が
いると続いて賛同する人も出てきますから、
楽しくあることは、一歩進めるための原動力
にもなると考えています。

原　潜在的なニーズの掘り起こしや新しい視
点の導入により、当事者を前向きにさせるこ
とも中間支援の大事な役割なのですね。

堺　手を挙げやすい環境を作ることも中間支
援の役割だと思います。取組を継続させるた
めには、当事者が能動的になれない理由を掘
り下げてそれを解消させることも重要です。
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中間支援として何を
行うのか
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吉田　行き詰まったら、楽しい、美味しい、
嬉しいと感じられることをするといいです
ね。そうすると、自ずと新しいアイデアも出
てきます。人が集まる機会を作ることで一歩
進みます。

堺　義務感、責任感だけでは楽しくないので
続きませんし、いいアイデアも出てこないの
ではないでしょうか。

水上　地域防災の取組も実際にやってみると
必要性とともに、楽しさややり甲斐を感じて
もらえるので、そこにつなげるまでのプロセ
スをいかに構築するかが重要だと思っていま
す。自助、共助でやらなくてはいけないこと
があることを知ってもらい、楽しんでそれに
取り組んでもらえるよう、中間支援主体には
細かな配慮をしながら伴走していくことが求
められます。

堺　中間支援主体などは俯瞰的な視点がもつ
からこそ、地域の課題を楽しいことにもつな
げるという発想が生まれやすいのではないで
しょうか。

吉田　中間支援は、非日常というよりもチェ
ンジ・エージェント機能の変革促進として、
楽しい、面白い、美味しいを用意することが
求められます。その人が自覚していなかった
ことを自覚させるような環境を作ったり、今
までなかったこととつないだりすることに
よって変化が起きます。中間支援の役割は人
的資本や知的資本、社会・関係資本を太くす
ることであるというお話もありましたが、自
身も、そのためにどのように進めるか、変革
するかというスタンスで取り組んでいます。

水上　草刈りは農村では極めて日常のことで
あり、決して楽しみにはなりませんが、芋井

地区住民自治協議会のように、農村が持つ大
きな可能性に対する誇りやプライドを育てて
いくことが重要だと思っています。そのため
に、地方と都会のアンバランスな構造を俯瞰
して理解できるように示していくことも中間
支援の役割だと考えています。

吉田　田舎の人にとって草刈りは義務であり
面白いことにはなり得ませんが、人に教える
のであれば楽しいことになります。人に喜ん
でもらったり、人の役に立てたりする出番を
作り、義務を楽しさに転換することは中間支
援主体の役割です。そうすることで地域に新
しい元気が生まれます。

島岡　皆さんは中間支援主体として、変えて
いくというよりも、地域がもともと持ってい
るものをうまく引き出しているのだと感じま
した。引き出してもらえることは地域にとっ
ても嬉しいことであり、頑張ろうという気持
ちにもつながるのではないでしょうか。

原　中間支援の「打ち手」のなかでも一番難
しいと思われる喚起についてのお話をいろい
ろとうかがうことができました。最後に、中
間支援主体はどのような存在となるべきで
しょうか。

吉田　常にアンテナを立てておき、被支援団
体・地域の外にいながらも、必要とされる情
報をきちんと把握するよう努めています。ま
た、その前提として、地域の情報が集まる仕
組みづくりや、我々を認知してもらうための
取組も必要になります。

堺　民設の中間支援組織は社会的認知が薄
く、資金の確保が難しく、なかなか思うよう
に取り組めないという課題もあります。

原　本日は「地域循環共生圏づくりに必要と
されている中間支援とは」をテーマに議論を
してきましたが、中間支援とは、地域が有す
る潜在的なニーズや内発性を引き出し、みん
なで目標を共有しながら事業を前に進めてい
くためのプロセス支援であり、それが今、地
域に特に必要とされているのだと感じまし
た。最後に、中部地方環境事務所の縄野さん
に今日の感想をお願いしたいと思います。

中部地方環境事務所　皆さんは中間支援主体
として、俯瞰的な視点を持ちながら地域と向
き合い、地域から信頼されているからこそ発
言もできる状況を努力してつくっておられる
のではないかと思いました。また、楽しいと
いうキーワードが出てきましたが、娯楽では
ないことにも楽しさを見いだしてもらうこと
が重要であり、またそこに苦労をされている
のではないかと感じました。さらに、引き出
すというキーワードも出てきましたが、引き
出してもらうことによって地域側も前向きな
気持ちになり、次の取組、次のステップへと
つながっていくのでしょう。これらのキー
ワードを、今後、地域循環共生圏づくりの支
援に取り組むに際して、心にとめておきたい
と思いました。

原　地域循環共生圏づくりに必要とされる中
間支援について、実例や現場の感覚も含め、
いろいろな興味深いお話をうかがい、議論を
深めることができました。パネリストの皆さ
んのご協力に感謝いたします。ありがとうご
ざいました。
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いうキーワードが出てきましたが、娯楽では
ないことにも楽しさを見いだしてもらうこと
が重要であり、またそこに苦労をされている
のではないかと感じました。さらに、引き出
すというキーワードも出てきましたが、引き
出してもらうことによって地域側も前向きな
気持ちになり、次の取組、次のステップへと
つながっていくのでしょう。これらのキー
ワードを、今後、地域循環共生圏づくりの支
援に取り組むに際して、心にとめておきたい
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